
学校番号 3005 

令和３年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業 科目 
電子制御実習 

（情報） 
単位数 ６単位 年次 ２年次 

使用教科書 電気実習Ⅱ（本校編集） 

副教材等  

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コンピュータを利用したプログラミングの基礎について学習します。 

・プログラムを作成し実行させる中でそれぞれの課題についての解決法を学習します。 

 

 

 

2 学習の到達目標 

・基礎的なプログラムについて理解し、実際に使える事を目標にします。 

・例題や課題をとおしてプログラミングに必要な基礎的知識を習得できるようにします。 

 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・プログラミングに

ついて興味、関心が

あり、積極的に取り

組んでいる。 

・各課題について解

決するための思考・

判断・表現を身に付

けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各課題について解

決するための基礎的

な技能が身について

いる。 

・プログラミングに

関する基礎的な知

識があり、それを使

う事ができる。 

評
価
方
法 

・実習状況の観察 

・レポートの内容 

・理解度 

・出欠状況 

・実習状況の観察 

・レポートの内容 

・理解度 

・出欠状況 

・実習状況の観察 

・レポートの内容 

・理解度 

・出欠状況 

・実習状況の観察 

・レポートの内容 

・理解度 

・出欠状況 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



4 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

パ
イ
ソ
ン
の
基
礎
・
基
本
操
作
（
編
集
・
実
行
・
印
刷
） 

１．Python について 

２．編集プログラムの起動・終了 

３．ソースプログラム編集 

３．プログラムの実行・印刷 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

ａ: Python で用いられる基本的な

プログラムの構造、流れおよび

基本的な用途を扱うことに関心

を持ち、意欲的に取り組む態度

を身に付けている。 

ｂ: 基本的なプログラムの特徴、

機能を理解し課題目的に応じた

プログラム設計について構築で

きる。 

ｃ: 基礎的なプログラムを実際に

活用できる。 

ｄ:課題を達成するために、早く丁

寧な作業ができる。 

実習に取り

組む姿勢・

態度。 

レポート提

出、内容が

適切に理解

されている

か。 

出欠状況な

ど。 

 

直
線
型
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム 

 

１．データの型 

２．四則演算・代入の省略記法 

３．データの入出力 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

ａ: Python で用いられる基本的な

プログラムの構造、流れおよび

基本的な用途を扱うことに関心

を持ち、意欲的に取り組む態度

を身に付けている。 

ｂ: 基本的なプログラムの特徴、

機能を理解し課題目的に応じた

プログラム設計について構築で

きる。 

ｃ: 基礎的なプログラムを実際に

活用できる。 

ｄ:課題を達成するために、早く丁

寧な作業ができる。 

実習に取り

組む姿勢 ・

態度。 

レ ポ ー ト 提

出、内容が

適切に理解

されている

か。 

出欠状況な

ど。 

後
期 

分
岐
型
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム 

 

１．基本構造 

２．分岐条件と論理演算 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

ａ: Python で用いられる基本的な

プログラムの構造、流れおよび

基本的な用途を扱うことに関心

を持ち、意欲的に取り組む態度

を身に付けている。 

ｂ: 基本的なプログラムの特徴、

機能を理解し課題目的に応じた

プログラム設計について構築で

きる。 

ｃ: 基礎的なプログラムを実際に

活用できる。 

ｄ:課題を達成するために、早く丁

寧な作業ができる。 

実習に取り

組む姿勢 ・

態度。 

レ ポ ー ト 提

出、内容が

適切に理解

されている

か。 

出欠状況な

ど。 



 

繰
返
し
型
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム 

 

１．for 文 

２．while 文 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

ａ: Python で用いられる基本的な

プログラムの構造、流れおよび

基本的な用途を扱うことに関心

を持ち、意欲的に取り組む態度

を身に付けている。 

ｂ: 基本的なプログラムの特徴、

機能を理解し課題目的に応じた

プログラム設計について構築で

きる。 

ｃ: 基礎的なプログラムを実際に

活用できる。 

ｄ:課題を達成するために、早く丁

寧な作業ができる。 

実習に取り

組む姿勢 ・

態度。 

レ ポ ー ト 提

出、内容が

適切に理解

されている

か。 

出欠状況な

ど。 

 

応
用
課
題 

   

１．課題演習 

 

 

 

○ 

 

○ ○ 

 

○ 

 

 

ａ: Python で用いられる基本的な

プログラムの構造、流れおよび

基本的な用途を扱うことに関心

を持ち、意欲的に取り組む態度

を身に付けている。 

ｂ: 基本的なプログラムの特徴、

機能を理解し課題目的に応じた

プログラム設計について構築で

きる。 

ｃ: 基礎的なプログラムを実際に

活用できる。 

ｄ:課題を達成するために、早く丁

寧な作業ができる。 

実習に取り

組む姿勢 ・

態度。 

レ ポ ー ト 提

出、内容が

適切に理解

されている

か。 

出欠状況な

ど。 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）につ

いて○を付けている。 


